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	応用
	抗原情報
	背景
	Akt2（タンパク質キナーゼBベータまたはv-aktマウス胸腺腫ウイルス癌遺伝子ホモログ2とも呼ばれる）は、481アミノ酸（約53kDa）のタンパク質で構成され、Akt1およびAkt3を含むAKTセリン/スレオニンタンパク質キナーゼファミリーに属します。これらは、細胞増殖、分化、アポトーシス、腫瘍形成、グリコーゲン合成、グルコース取り込みなど、幅広い生物学的プロセスに関与しています。AKTファミリーのメンバーの中で、Akt2はヒト癌の発生と関連しています。Akt2は、ASK1のリン酸化を介してシスプラチン誘導性のJNK/p38およびBaxの活性化を阻害し、化学療法抵抗性において重要な役割を果たします。さらに、Akt2は筋分化において特異的な役割を果たします。
	研究分野
	アポトーシス、PI3K-Aktシグナル伝達経路、MAPKシグナル伝達経路、Jak-STATシグナル伝達経路
	画像データ
	

	A431（1）、Jurkat（2）、HEK293（3）、A549（4）、MCF-7（5）、PC-12（6）細胞溶解物に対するAKT2マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	AKT2マウスmAb（緑）を用いたPANC-1細胞（左）およびHela細胞（右）の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	抗AKT2 mAbを用いたパラフィン包埋ヒト胸腺組織の免疫組織化学分析

